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久留米市地域公共交通会議 議事 
 

 

《議  案》 

議案第９号 第２期久留米市地域公共交通網形成計画の 

数値指標及び実施施策について     ------ Ｐ１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 １ 



議案第９号 

 

第２期久留米市地域公共交通網形成計画の 

数値指標及び実施施策について 

 

 

第２期久留米市地域公共交通網形成計画の数値指標及び実施施策の方向性に

ついて、別紙のとおり承認を求める。 

 

 

 

令和２年２月１２日提出 
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第２期久留米市地域公共交通網形成計画の構成 

２．地域が目指す将来像と地域公共交通の役割 

３．第１期計画の検証 

４．地域公共交通に関する基本的な方針 

１．地域公共交通網形成計画の概要 

６．目標を達成するために行う事業 

７．持続可能な地域公共交通網の形成に際し配慮すべき事項 

（関連計画、関連分野の施策との整合、連携） 

５．地域公共交通網形成計画の目標 

前回会議にて 

協議した事項 

今回 

協議する事項 

２ 



 

１）地域公共交通網形成計画とは 

◎市が中心となりまちづくりと一体となって、関係者と合意のもと、持続可

能な公共交通ネットワークサービスを形成するための計画です。 

◎鉄道、路線バス、タクシー等、全ての公共交通を含めた包括計画として策定

します。 

◎市の総合計画や立地適正化計画などと整合し、役割分担や数値指標を明確化

します。 

◎国が定めた者で構成される協議会（法定協議会）の議論を経ての策定が必

要です。 

 

   

 

 

 

 

２）地域公共交通網形成計画策定の目的について 

  久留米市地域公共交通網形成計画は、久留米市が目指す「コンパクトな拠

点市街地の形成と拠点をネットワークする都市構造」を実現するための、地

域公共交通の在り方を検討するとともに、本市が抱える地域公共交通の問題

に対応し、将来にわたって市民の生活を支える「持続可能な地域公共交通体

系」の構築に向けた取り組みを定めるものです。 

 

３）形成計画の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜計画策定のメリット＞ 

   ①市として取り組む施策や検討内容が明確化され、関係者間で共有できる。 

   ②関係者と協議を行い策定するため、策定後、事業者調整が円滑に進む。 

   ③国の補助（運行、利用促進等）の優遇措置がある。 

 

 

久留米市新総合計画 

久留米市国土利用計画 

上位計画 

久留米市都市計画マスタープラン 

久留米市都市交通マスタープラン 

久留米市立地 

適正化計画 

整合・連携 

関連する計画 

・福祉に関する計画 ・観光に関する計画 ・環境に関する計画 等 

久留米市地域公共交通網形成計画 

３ 

１．地域公共交通網形成計画の概要 



４）第２期久留米市地域公共交通網形成計画の方針について  

  久留米市地域公共交通網形成計画は、平成２７年から令和元年度末までを

計画期間とした５か年計画として平成２７年８月に策定され、市民、事業者、

行政がそれぞれの役割を担い、生活支援交通「よりみちバス」の導入をはじ

め、様々な交通政策に取り組んでまいりました。今後も、少子化や超高齢社

会の進展などに伴う社会情勢の変化に対応し、地域公共交通の様々な課題を

解消するためには、継続的に取り組みを進めていくことが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久留米市都市交通マスタープラン 

（平成 25年 2月～令和８年３月） 

地域公共交通会議 

（法定協議会に位置付け） 

地域公共交通網形成計画 

（平成27年8月～令和2年３月） 

協議 

事業評価 

事業評価 

第 2期地域公共交通網形成計画 

（令和2年度策定予定～令和８年３月） 

【次期計画の方針】 

◎形成計画は都市計画マスタープラン、都市交通マスタープランを上位計

画とした計画であり、次期計画の目標像、基本方針は上位計画の方針に

則します（現計画を継続）。 

◎実現性、実効性の高い施策を検討し、着実に実施します。 

◎公共交通を取り巻く新たな課題に対しても対応していきます。 

４ 



 

 

１）地域が目指す将来像について 

本市の都市づくり全般に関わる基本計画である「久留米市都市計画マスタ

ープラン」では、「水と緑の人間都市」を基本理念として、４つの“都市づ

くりの目標”を定めています。 

地域公共交通においても、これらを目標とした取り組みを推進し、地域が

目指す将来像の実現に寄与していくことが求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．地域が目指す将来像と地域公共交通の役割 

５ 

【都市づくりの目標】 

【都市づくりの基本理念】 

水と緑の人間都市 

【目指す都市の姿】 

①誇りがもてる美しい都市 久留米 

②市民一人ひとりが輝く都市 久留米 

③活力あふれる中核都市 久留米 

 

目標① 安全・安心な暮らしを支えるコンパクトな都市づくり 

○多様な機能がコンパクトにまとまった、まちなか居住の推進 
○鉄道駅などの交通拠点を中心に交通サービスを享受する沿線居住の推進 
○平時及び災害発生時にも円滑にサポートできる安全・安心な都市基盤の形成 
○市民や様々な団体との協働による、セーフコミュニティの仕組みの活用 

目標② 地域特性を活かした土地利用による魅力あふれる都市づくり 

○産業や自然環境、居住環境等の各地域の特性が活かされる適切な土地利用 

○各地域の生活拠点や集落においても、地域特性に応じた居住環境の創出 

○中心拠点と各地域の生活拠点を結ぶ交通ネットワークの形成 

目標③ 水と緑に恵まれた環境と共生する都市づくり 

○環境負荷の少ない鉄道、バス等の公共交通機関や自転車等の利用促進 

○自然的資源の保全や都市内の緑化など、本市の魅力や個性を高める景観づくり 

目標④ 人、物、情報が行き交う活力ある都市づくり 

○生活・産業・観光などにおける市内外の交流の拡大 

○中核市として人、物、情報が行き交う元気な都市づくり 



２）地域公共交通が果たすべき役割について 

地域が目指す将来像の実現に向けて、地域公共交通は以下のような役割を果

たしていく必要があると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●産業や自然環境、居住環境等の各地域の特性が活かされる適切な土

地利用の誘導を支援する役割 

●多様な機能がコンパクトにまとまった生活圏の形成や、まちなか居住
の推進を支援する役割 

●地域間のみならず市内外の連携・交流の充実を図り、バランスある都
市発展を支援する役割 

●子どもから高齢者まで、誰もが快適に安心して生活できる居住環境の

形成を支援する役割 

●運輸部門の温室効果ガス排出量を削減し、環境負荷が少ない都市づ
くりを支援する役割 

●本市の強みを活かして市内外の交流拡大を図り、広域求心力の維持・
向上を支援する役割 

●商業・業務・行政・交通・文化などの拠点として活発な交流を牽引する

中心市街地の活力向上を支援する役割 

【地域公共交通が果たすべき役割】 

●居住機能と生活機能が融合した市民の日常生活を支える拠点の維
持・充実を支援する役割 

●地域特性に応じて、幅広い世代が多様な生活様式を実現できる居住
環境の創出を支援する役割 

６ 



３）地域公共交通の目標像 

地域が目指す将来像を実現していくためには、地域公共交通が果たすべき役

割を担うことで“都市づくり”を交通面から支え、持続可能で都市活力を生み

出し、安全・安心に移動できる地域公共交通体系を構築していくことが重要に

なります。 

このため、ここでは地域公共交通が果たすべき役割を踏まえた上で、「都市

活力の向上」、「安全・安心な暮らしの実現」の２つの視点から、地域公共交通

の目標像を定めます。 
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【実施施策】 

 

第４回会議にて 

協議する事項 



５．地域公共交通網形成計画の目標                                                                                          ６．目標を達成するために行う事業 
 

基本方針 計画の目標 数値指標 
現況地 

H30 年度末 
目標値 

R7 年度末 
実施施策 

短期的に対応 中長期的に対応 

（計画全体に対する目標） 目標１ 

公共交通に対する市民

の満足度向上 

(変更)指標１：市民の公共交通に対する満足度 

市民のニーズに対応した取り組みを推進すること

で、公共交通に対する満足度が向上する。 

52.6 

％ 

56.0 

％ ― ― 

目
標
像
１ 

久
留
米
市
の
強
み
を
活
か
し
、
活
力
を
育
む
地
域
公
共
交
通
体
系 

基本方針 1 

市域内外の連携を支え

る地域公共交通網を形

成 

目標２ 

市内外の交流の活発化 

(変更)指標２：市内主要鉄道駅の乗降客数 

市域内外の移動を支える鉄道や幹線バスの機能向

上を図ることなどにより、市内外の交流が活発化す

ることで、人口が減少する中でも、市内の主要鉄道

駅の乗降客数が維持される。 

 

2,278 

万人/年 

 

2,278 

万人/年 

・乗り継ぎ拠点・主要バス停の環境改善 

 

・主要駅の駅前広場等の整備 

・交通 IC カード利用可能エリアの拡大  

 

基本方針 2 

魅力と賑わい溢れる中

心拠点づくりを支援す

る地域公共交通環境を

形成 

目標３ 

中心拠点への外出機会

増加と回遊促進 

指標３：中心拠点内の乗降客数割合 

中心拠点へのアクセスや、中心拠点内の回遊の利便

性を高めることなどにより、中心拠点への外出機会

の増加や中心拠点内の回遊行動の促進が進み、中心

拠点内の鉄道駅・路線バスの利用客数が相対的に増

加する。 

 

 

72.1 

％ 

 

 

74.1 

％ 

・バスの運行状況に関する情報提供の充実 

 

・中心拠点における公共交通のあり方の調

査・研究 

（新規）・新たなモビリティの導入検討 

 

基本方針 3 

地域資源を活かした観

光振興を支援する地域

公共交通環境を形成 

目標４ 

地域資源を活かした 

観光振興を支える交通

環境の整備 

指標４：久留米市の年間観光入込客数 

観光客にとっても利用しやすい地域公共交通サー

ビスを提供することなどにより、地域資源を活かし

た観光振興が図られ、久留米市の年間観光入込客数

が増加する。 

 

５９１ 

万人/年 

 

６３０ 

万人/年 

・ＪＲ久大本線への新駅の必要性検討 

・企画乗車券等の新設 

・観光施策との連携による公共交通に関 

する情報提供の充実 

（新規）・移動手段の一体的なサービス 

の提供 

 

 

目
標
像
２ 

誰
も
が
安
全
・
快
適
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
公
共
交
通
体
系 

基本方針 4 

多様なニーズに見合っ

た生活交通の充実 

目標５ 

より多くの市民等への 

公共交通サービスの提供 

(変更)指標５：生活支援交通の導入校区数 

公共交通空白地域に地域特性や需要に応じた生活

支援交通の導入促進を図ることで、生活支援交通導

入校区が増加する。 

 
 
 

 

20/46 

校区 

 

46/46 

校区 

・持続可能な地域公共交通網構築のため 

の輸送の見直し 

・利用が低迷する路線バス運行エリアに 

おける移動手段の維持 

・公共交通空白地域等への生活支援交通 

の導入 

・生活利便施設等から利用しやすい停留 

所の設置 

 

 

基本方針 5 

誰にとっても安全な地

域公共交通環境を整備 

目標６ 

誰もが利用しやすい 

公共交通環境の整備 

指標６：主要駅のバリアフリー化率 

高齢者や障害者の公共交通を阻害する要因を改善

するため、鉄道駅のバリアフリー化を図ることで、

市内の主要鉄道駅のバリアフリー化率が上昇する。 

 

 

36 

％ 

63 

％ 

・低床バス（バリアフリー対応車両）の 

普及促進 

・高齢者の公共交通利用に対する支援 

 

・主要駅等へのユニバーサルデザインの導入 

・交通拠点等での分かりやすい情報案内・誘

導の実施 

 

基本方針 6 

環境負荷が小さい移動

手段である公共交通へ

の転換 

目標７ 

人の移動に係る環境 

負荷の低減 (変更)指標７：地域公共交通利用客数 

公共交通サービスの改善とともに、利用促進を図る

ことで、より多くの市民が公共交通を利用するよう

になり、人口が減少する中でも、地域公共交通利用

客数が維持される。 

 

 

 

4,169 

万人/年 

 

 

 

4,169 

万人/年 

・モビリティ・マネジメントの実施 

・公共交通に関する分かりやすい情報提 

供の実施 

 

・鉄道駅・バス停でのサイクル＆ライド駐輪 

場の確保 

・パーク&ライド駐車場の確保 
 

基本方針 7 

公共交通利用者の 

維持・拡大 

目標８ 

地域公共交通の持続 

可能性の向上 

・地域の公共交通に対する“愛着”の醸成 

・主要施設等との連携による公共交通利 

用の“きっかけ”づくり 

 

 

 

＋3.4㌽ 

＋2.0㌽ 

維持 

＋39万人 

維持 

10 

＋26校区 

＋27㌽ 


